
◎
論

説

東
洋
の
キ
リ
ス
ト
教

キ
リ

ス
ト
教
宣
教
運
動
と

中
国
イ

ス
ラ
ー
ム

の
近
代

へ
の
模
索

松
本

ま
す
み

は
じ
め
に

・
・
…

近
代
中

国
は
あ
る
意
味
で
、
「宗
教
」
の
時
代
で
あ

っ
た
。
プ

ロ

テ
ス
タ
ン
ト
キ
リ
ス
ト
教
が
、
南
京
条
約
以
降
、

い
わ
ゆ
る
布
教
権

を
利
用
し

て
新
た
に
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
九
世
紀
半
ば
か
ら

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
ま
で
約

一
〇
〇
年
間
、
度
重

な
る
キ
リ
ス
ト
教
排
斥
運
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
宣
教
師

の
来
華
は
絶

え
間
な
く
続
き
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
八
〇
〇
〇
人
以
上

の
宣

教
師
が
中
国
に
お
り
、
三
〇
年
代
半
ば
に
は
五
〇
万
人
以
上
と
も
い

わ
れ
る
信
者
を
獲
得
し
た
。

も
と
よ
り
、
宣
教
師

の
来
華
は
、
欧
米

に
お
け
る
世
界
宣
教
運

動
、
海
外
布
教
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の
高
揚

の
中

で

「中
国
を

キ
リ

ス
ト

r
N
占
領
」

(C
h
ristian
O
ccu
p
a
tio
n
of
C
h
in
a
「中
華

帰
主
」
)
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的

で
あ

っ
た
か
ら
、
他
宗
教
と
の

対
話
、
共
存
を
模
索
す
る
こ
と
は
そ
の
始
点
か
ら
い
っ
て
か
な
り
困

難
な

こ
と

で
あ

っ
た
。
仏
教
、
儒
教
、
道
教

は
も
と
よ
り
、
イ

ス

ラ
ー
ム
ま
で
が
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
る
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ

れ
た
。
特
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
敵
視
観

・
嫌
悪
感
が

一
九
世
紀
末
か
ら

二
〇
世
紀
初
め
の
福
音
派
宣
教
学
の
中

で
増
幅
さ
れ
た
こ
と
と
も
あ

い
ま

っ
て
、
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
係
は
論
争
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
中
国
内
地
会

の
宣
教
師
を
中
心
と
し
た
対
中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教

の
情
熱
は
、
そ
の
約
七
〇
年
間
の
活
動

の
中

で
改
宗
者
が
ご
く
少
数

に
止
ま

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
九
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
続

い
た
。

本
論
で
は
、
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ

ス
ト
教
の
関
係
に

つ
い

て
概
観
す
る
と
と
も
に
ム
ス
リ
ム
側
資
料
を
使

っ
て
中
国
イ
ス
ラ
ー
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ム
が
キ
リ

ス
ト
教

の

「挑
戦
」
を
い
か
に
受
け
止
め
、
自
宗
教
を
改

革
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
か
に

つ
い
て
論
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

ハ
　
　

あ

る

。

『衛
道
理
論
』
に
み
る

キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム

筆
者
の
手
元
に
は

一
九
五
〇
年
六
月
に
上
海

で
発
行
さ
れ
た

『衛

道
理
論
』

(上
海
回
教
堂
教
務
会
編
)
と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
九
五
〇
年
、
中
国
内
地
会
の
外
国
人
宣
教
師
三
名
が
西
北

か
ら
上
海

に
移

っ
て
来

て
、
対
ム
ス
リ
ム
宣
教
を
は
じ
め
た
。

上
海

の

=
二
の
モ
ス
ク

(清
真
寺
)
を
す

べ
て
廻

っ
て
、
漢
口

で
印
刷
し
た
小
冊
子
や
ビ
ラ
を
ば
ら
ま

い
た
。
そ
こ
に
は
、
漢

語
と

ア
ラ
ビ
ア
語

の
二
言
語
で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
侮
辱
す
る
事
柄

が
書

か
れ
、
上
海

一
〇
万
の
ム
ス
リ
ム
に
大
き
な
動
揺
を
与
え

マ

マ

た
。

ム
ス
リ
ム
は
、
宣
教
師
を
や

っ
つ
け
う
と
、
回
教
堂
教
務

会
に
続
々
と
言

い
つ
の
っ
て
き
た
。
教
務
会
は
…
…
検
討

の
結

果
、

ム
ス
リ
ム
全
体

の
意
見
を
ま
と
め
て
内
地
会
と
キ
リ
ス
ト

教
関

係
部
署
に
文
書
に
よ
る
反
論
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
暴
力

行
為

を
避
け
ん
が
た
め
だ

っ
た
。
教
務
会
は
何
名
か
を
代
表

に

推
し

て
内
地
会
の
初
歩
的
な
調
査
を
行

っ
た
。
そ
の
後
代
表

は

内
地
会
事
務
所
に
実
際
に
足
を
運
ん
で
宣
教
師
と
面
談
し

「キ

リ
ス
ト
教

の
重
要
な
誤
り
」
を
指
摘
し
た
。
教
務
会
が
始
め
た

学
術
運
動
は
、

ム
ス
リ
ム
の
行
動
基
準

を
向
上
さ
せ
た
。

こ
の

行
動
基
準
と
は
ム
ス
リ
ム
以
外

の
人
に
対
し
て
も
平
和
的
に
処

マ

マ

す
る
と
い
う
回
教

の
伝
統
精
神
を
堅
持
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
ム
ス
リ
ム
の
間
に
宗
教
認
識
が
高
ま

っ
た
。
宗
教

認
識
と
は
、
ど
の
ム
ス
リ
ム
も
本
物
と
偽
者
を
見
分
け
る
能
力

を
も

つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
[上
海
回
教
堂
教
務
会
編

一
九

五
〇

"
一
-
二
、
二
〇
ー
二

一
、
三
九

-
四
二
、
余

・
楊

一

九
九
三

"
一
九
七
]

中
国
内
地
会
と
は
、
英
語
名

O
露
塁

H巳
§
ユ
竃
奮
δ
昌
、
日
本
語

で
は
中
国
内
地
宣
教
会
と
訳
さ
れ
る
宣
教
団
体

で
あ
る

(
以
下
、

「内
地
会
」
"
C
IM

と
略
す
)。
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師

の
対
ム
ス
リ
ム

布
教
、
布
教

の
た
め
の
小
冊
子
や
ビ
ラ
の
内
容
が
ム
ス
リ
ム
の
怒
り

を
喚
起
し
、

一
触
即
発

の
衝
突

の
危
機
に
陥

っ
て
い
た
こ
と
が
見
て

と
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
い
ざ

こ
ざ

の
過

程
で
、
正
し

い
宗
教

知
識
を
持

つ
こ
と

の
必
要
性

が
強
調
さ
れ
、

ム
ス
リ
ム
意
識

が
強

ま

っ
た
こ
と
も
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
こ
の
文
章

の
翌
年
、
中
国
共

産
党
は
外
国
人
宣
教
師
を
全
員
国
外
追
放
と
し
、

こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ

ル
は
二
度
と
起

こ
ら
な
か

っ
た
。
国
外
追
放
さ
れ
た
対
ム
ス
リ
ム

布
教
専
門

の
内
地
会
宣
教
師

は
東
南

ア
ジ
ア

の
別

の
ム
ス
リ
ム
居

住

地
域

に
赴
任

し
宣

教

を
続

け
た

[⇔d
量
ユ
。゚ゲ
署

お
ひひ
"
一目
-
目
い
甲

C
on
ten
to
19
92
]
°

右
記
の
小
冊
子
に
典
型
的
に
表
れ
る
両
宗

教
間
の
緊
張

は
流
血
を
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伴
わ
な

い
ま
で
も
特

に
民
国
時
代
に
中
国
西
北
の
ム
ス
リ
ム
居
住
区

で
は
数
多

く
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
宣
教
師
報
告
に
残

っ
て
い
る
。

し
か
し

一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
約
二
〇
年
間
の
宗
教
弾
圧

の
時
代

を
経

て
、

か

つ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
こ
じ
れ
た
関
係
に
つ
い
て
語

る
こ
と
が

で
き
る
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
指
導
者
は
今
な
く
、
民
国

時
代

の
イ

ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ

ス
ト
教

の
関
係
は
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム

史
、
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
の
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

民
国
時

代
、
対
ム
ス
リ
ム
宣
教
は
、
当
時
中
国
に
お
け
る
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
宣
教
会
の
重
要
な
事
業

で
あ
っ
た
。
次
章

で
は
そ
の
事
業

を
主
に
担

っ
た
内
地
会
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。

二

内
地
会
と
対
ム
ス
リ
ム
宣
教

e

内
地
会
の
中
国
布
教

少
な
く
と
も

一
九
四
九
年
の
人
民
共
和
国
の
誕
生
ま
で
、
欧
米
の

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
ア
ジ
ア
で

一
番
重
点
的
に
宣
教
対
象
と
し

て
い
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。
欧
米

の
敬
度
な
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
目

に
中
国
は
神

の
救
済
を
待

つ
異
教
徒
が
四
億
人
以
上

い
る
場
所
と
し

て
認
識
さ

れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
権
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来

の
不
平

等
条
約
の
中

に
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
宣
教
組
織

の
数
と
い
い
宣

教
師

の
数

と
い
い
、
さ
ら
に
は

一
八
五
〇
年
代
に
早
く
も
中
国
専
門

の
宣
教
組
織
が
特
別
に
組
織
さ
れ
た
と

い
う
点
に
お
い
て
、
中
国

へ

の
注
視
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
特
に
、
内
地
会
は
、
中
国
奥

地
宣
教
に
特
化
し
た
宣
教
組
織
と
し
て
欧
米

で
知
名
度
は
抜
群
で
、

一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
、
欧
米
各
国
か
ら
の
年
間
募
金
受
領
額

一
〇

〇
万
ド
ル
を
,,a
っ
た

[A
u
stin
20
0
7
:3
30
]°

キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
対
中
国
ム
ス
リ
ム
布
教
は
、
こ
の
内
地
会

が
多
く
関
わ

っ
て
い
る
。
内
地
会
と
は
ど
ん
な
宣
教
会
だ

っ
た
の

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
説
明
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

口

八
ド
ソ
ン

・
テ
イ
ラ
ー
の
後
千
年
王
国
主
義

対
中
国
宣
教
活
動

で
対
照
的
人
物
と
し

て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の

　
　

　

が

、

テ

ィ

モ

シ

ー

・
リ

チ

ャ
ー

ド

と

ハ
ド

ソ

ン

・
テ

イ

ラ

ー

で
、

後

者

が
内

地

会

の
創

設

者

で

あ

る

。

テ

ィ

モ

シ
ー

・
リ

チ

ャ
ー

ド

は
清

末

の
士

大

夫

階

層

に
近

く

、

彼

ら

を

動

か

し

て
結

果

的

に
中

国

の
近

代

改

革

に

寄

与

し

た

が

、

そ

れ

は

エ
リ

ー

ト

主

義

の
壁

を

崩

せ

な

か

っ
た

と

さ

れ

る

。

リ

チ

ャ
ー

ド

の
間

接

宣

教

方

式

に

対

し
、

ハ
ド

ソ

ン

・
テ
イ

ラ

ー

は
、

直

接

宣

教

方

式

を

と

る

こ

と

に

よ

っ
て

、

草

の
根

の
人

々

に
福

音

を
伝

え

よ

う

と

し

た

と

説

明

さ

れ

る

[
O
。
冨

昌

1
9
6
3
:
8
1
;
Y
a
o
2
0
0
3
]
°

間

接

宣

教

方

式

は

「社

会

福

音

」

(q。
。
6
ia
l
G
o
sp
el)

と

も

い
わ

れ

、

Y

M

C

A

な

ど

に

代

表

さ

れ

る
。

学

校

経

営

、

病

院

経

営

、

貧

民

救

済

、

災

害

救

済

、

孤

児

院

運

営

な

ど

を

通

じ

て

キ

リ

ス
ト

教

精

神

を

間

接

的

に
説

き

、

結

果

的

に

改
宗

者

を

出

す

こ

と

が
宣

教

の
方

キ リス ト教宣教運動 と中国イス ラー ムの近代 への模索is9



法
論
と

さ
れ
た
。
し
か
し
、
時
間
と
お
金
が
か
か
る
間
接
宣
教
方
式

は
、
直
接
宣
教
派
か
ら

「非
能
率
的
」
と

の
非
難
を
浴
び
て
い
た
。

一
方
、

ハ
ド
ソ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
の
内
地
会
は
当
初
は
医
療
伝
道
を

志
す
も
、
後
の
戦
略
と
し
て
は
直
接
宣
教
方
式
を
採

っ
た
。
宣
教
師

は

一
所

に
留
ま
ら
ず
、
宣
教

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
に
し
て
旅
を
続

け
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
教
義
を
説
き
、
改
宗
者
を
探
す
こ
と
を
求
め

ら
れ
た
。
宣
教
場
所
は
道
路
、
市
場
、

「異
教
徒
」
の
礼
拝
所

(仏

教
寺
院

や
モ
ス
ク
な
ど
)
と
人
が
集
ま
る
場
所
が
選
ば
れ
、
大
量
の

宣
伝
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
が
非
識
字
者

へ
の
宣
伝

ツ
ー
ル
と
し
て
使
わ

れ
た
。
直
接
宣
教
方
式
を
内
地
会
が
採
用
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の

来
臨
前

に

一
刻
も
早
く
改
宗
者
を
多
く
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
前

千
年
王
国
思
想
を
採
用
し
て

い
た
か
ら
で
あ

る

[B
osch

1
9
9
1
:
3
1
6
]
°

ハ
ド

ソ
ン

・
テ
イ
ラ
ー
の
回
顧
録
を
読
む
と
、

一
八
三
二
年
に
英

国

ヨ
ー

ク
シ
ャ
ー
に
生
ま
れ
た
彼
が
地
元
の
教
会

の
牧
師
か
ら
メ
ド

ハ
ー
K
-L

(W
alter
H
en
ry
M
ed
h
u
rst,
1
79
6-
185
7
)
S

『中
国
』

(
一
八
三
八
年
)
を
借

り
て
読
み

「中
国
の
何
百
万
の
異
教
徒
」
に

つ
い
て
意
識
を
し
、
対
中
国
宣
教
を
志
し
た
の
は

一
五
歳

の
少
年
時

代
、

一
八

四
〇
年
代
後
半

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ア

ヘ
ン
戦
争
に
英
国

が
勝
利
し
、
中
国
に
お
け
る
英
国
の
利
権
が
確
立
さ
れ
は
じ
め
た
頃

の
こ
と

で
あ
る
。
中
国

の
膨
大
な

「異
教
徒
」
と
宣
教

の

「可
能

性
」
に

つ
い
て
の
情
報

は
中
国
の
門
を

こ
じ
開
け
た
戦
争

の
勝
利
者

の
国
に
齎
さ
れ
、
ま
だ
見
ぬ
中
国
は
信
仰
深

い
英
国
の

一
少
年

に

と

っ
て

「使
命
」
を
果
た
す
場
所
と
し
て
た
ち
表
れ
た
。
中
国
内
地

会
の

「目
的
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

内
地
会
は
、
中
国
が
現
在
危
急
を
告
げ

て
い
る
と
い
う
こ
と

へ
の
深
い
憂
慮
ゆ
え
に
結
成
さ
れ
た
。
内
地
会
に
は
真
摯
な
願

望
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
愛

と
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
の

望
み
に
突
き
動
か
さ
れ

つ
つ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
創
造
物

に
福

音
を
の
べ
伝
え
よ
、
と
い
う
キ
リ
ス
ト

の
指
令
に
従
う
こ
と
で

あ
る
。
内
地
会

の
目
的
と
は
、
神

の
ご
加
護
を
得

つ
つ
、
(人

は
)
キ
リ
ス
ト
に
顕
れ
た
神
の
愛

で
救
済
さ
れ
う
る
と

い
う
こ

と
を
中
国
の
人
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
宣
教
は

(宣
教

師
が
)
中
国
奥
地
全
体
を
巡
回
し
、
土
着
化
し
て
行
わ
れ
る
。

[C
IM

1
92
5
]

こ
の

「目
的
」
に
現
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら

は
聖
書

の
言
葉
を
事
実

と
認
識

し
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
信
じ
る
原
理
主
義

[Y
ao
20
0
3
:

這
い
b
。。昌

団
体
で
あ

っ
た
。
彼
ら
が
採
用

し
た
前
千
年
王
国
思
想

は
、
ま
ず

「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
(
二
〇
章

～
二

一
章
)
の

「キ
リ

ス
ト
再
臨

の
日
、
義
人
が
復
活
し
、
サ
タ

ン
が
獄
に
つ
な
が
れ
る
。

千
年
間
キ
リ
ス
ト
が
千
年
王
国
に
君
臨
し
、

そ
の
後
、
サ
タ
ン
と

の

戦
争
後
、

一
般
人
が
復
活
し
、
最
後

の
審
判

が
下
さ
れ
る
」
と
い
う

内
容
の
記
述
に
基
づ
く
。
さ
ら
に
、

「
マ
タ
イ

に
よ
る
福
音
書
」

(二

四
章

一
四
節
)
の

「そ
し
て
御
国

の
こ
の
福
音
は
あ
ら
ゆ
る
民

へ
の

証
し
と
し
て
、
全
世
界
に
宣
べ
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
終
わ
り

が
来
る
」
と
い
う
記
述
と
組
み
合
わ
さ
れ

「キ
リ
ス
ト
の
再
臨
は
世

X30



界
す
べ
て
の
人
々
に
福
音
が
宣
言
さ
れ
る
こ
と
に
か
か
る
」
と

い
う

思
想
に
発
展
、
定
着
し
た
。

上
述

の
よ
う
な
思
想
を
信
じ
て
い
た
当
時

の
英
国
人
か
ら
す
れ

ば
、
膨
大
な
数

の

「異
教
徒
」
が
住
む
中
国

で
伝
教
事
業
に
従
事
す

る
こ
と
は
、
全
人
類

の

一
日
も
早
い
救
済
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
意

味
し
て

い
た
。
大
英
帝
国

の
拡
張
、
定
期
船
就
航
な
ど

の
交
通
発

達
、
技
術
革
新
に
後
押
し
さ
れ
て
彼
ら
/
彼
女
ら
は
ま
だ
見
ぬ
異
国

行
き
の
船

に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。

ロ
ン
ド

ン
大
学
東
洋
学
部
に
残

さ
れ
た
内
地
会
志
願
者
名
簿
を
み
れ
ば
、
少
数

の
男
性
大
卒

エ
リ
ー

ト
を
除
い
て
、
男
性
は
船
乗
り
、
店
員
、
大
工
な
ど
、
女
性

で
あ
れ

ば
、
メ
イ
ド
、
家
庭
教
師
、
無
職
な
ど
が
並
ぶ

(°。
O
>
°。
"O
目
≦
ヒロ
o×

1
1
,F
il
e
°。
ひ
)。
当
時
世
界
最
強

の
帝
国

の
英
国
中
心
世
界
観
を
身
に

つ
け
た
彼

ら
/
彼
女
ら
が
、
自
国
が
優
越
的
な
立
場
に
あ
る
海
外
に

出
か
け
て

い
っ
た

の
は
、
対
異
教
徒
宣
教
は
英
雄
的
行
為
と
い
う
当

時

の
英
国
社
会

の
考
え
方
を
反
映
し
て
い
た
。
同
時
に
、
労
働
者
階

級

に
属
し
、
英
国
本
国
で
階
級
上
昇
を
望
め
な
か

っ
た
も
の
、
女
性

で
は
婚
期

を
逃
し
た
も
の
が
自
ら
の
存
在
意
義
を
遠
い
海
外
で
確
認

し
よ
う
と

し
た
こ
と
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

ハ
ド
ソ
ン

・
テ
イ
ラ
ー
が

い
み
じ
く
も
言

っ
た
よ
う
に
、
英
国
と
中
国

の
間
に
締
結
さ
れ
た
不

平
等
条
約

は

「神

の
恩
恵
」
と
し
て
彼
ら
に
は
映

っ
た
の
で
あ
る
。

日

内
地
会
宣
教
師
の
「奥
地
」
行
と
ム
ス
リ
ム
と
の
出
会
い

内
地
会

の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は

一
八
五
七
年

の
寧
波
に
お
け
る
設
立

を
皮
切
り
に
当
初

は
沿
海
部

に
留
ま
っ
て
い
た
。
ま
だ
欧
米
人

の
奥

地
旅
行
が
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
雲
南
ー
ビ

ル
マ
国
境
地
帯

で
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
官

マ
ー
ガ
リ
ー
の
殺
人
事
件
を

発
端
に
し
て
締
結
さ
れ
た
英
中
間

の
不
平
等

条
約

「芝
　
条
約
」

(
一
八
七
六
年
)

の

「英
国
人

は
甘
粛

・
青

海

・
四
川
を
経

て
チ

ベ
ッ
ト

・
イ
ン
ド

へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
条
文
を
突
破

口

に
、
内
地
会
は

一
気
に
本
来
の
目
的

で
あ
る
奥
地
宣
教
に
乗
り
出
し

た
。
陳
西

一
八
七
六
年
、
成
都

一
八
八
二
年
、
大
理

一
八
八

一
年
、

雲
南

(昆
明
)

一
八
八

二
年
と
次
々
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
作

っ
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
宣
教
師
た
ち
が
必
然
的
に

「発
見
」
し
た
の
が
中

国
西
北

・
西
南
地
方

の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。

中
国
の

一
通
り
の
宗
教

(仏
教
、
儒
教
、
道
教
な
ど
)
、
風
習
、

言
語
は
山
東

の
芝
　

の
研
修
所
で
教
育
さ
れ
た
も
の
の
、
対

ム
ス
リ

ム
宣
教

の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
初
期

の
内
地
会
宣
教
師
は
全
く
持

っ
て
い
な

か

っ
た
[E
aston
18
80
]。

し
か
し
、
一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
宣
教

師
は
中
東

で
発
行
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ト

ル
コ
語
訳

の
新
約

・
旧

約
聖
書
を
ム
ス
リ
ム
集
居
地
域
に
持
ち
込
み
、
宗
教
論
争
を
始
め
る

[馬
聯
元

一
八
九
九

"
序
、
B
ro
om
h
all
19
1
0
:
2
77-
2
8
1;
S
au
n
d
ers

1
9
9
2
]
°

こ
の
よ
う
な
接
触

の
結
果
、

一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
は
じ
め

ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
宣
教
師
報
告

で
は
、
中
国

の
ム
ス
リ
ム
は

「世
界
中

の
ど
の
地
域
の
ム
ス
リ
ム
よ
り
も
福
音
に
近

い
」
と

い
う

評
価
が
定
着
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
ム
ス
リ
ム
が

「友
好

キ リス ト教宣教運動 と中国イ スラームの近代への模索13i



的

」

で

あ

り

、

非

識

字

者

が

多

く

宗

教

知

識

に

欠

き

、

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

も

強

く

な

い

(す

な

わ

ち

、

反

植

民

地

闘

争

、

反

西

欧

化

運

動

な

ど

と

い

っ
た

面

倒

な

運

動

が

起

こ

っ
て

い

な

い
)

か

ら

で
あ

る

と

さ

れ

た

[
B
ro
o
m
h
all
1
9
1
0
:
2
7
3
-
2
7
5
]
°

サ
ミ

ュ
エ
ル

・
ツ
エ
マ
ー
の
影
響
力

世
界
宣
教
運
動
と
対
中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教

対
中
国

ム
ス
リ
ム
宣
教
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

二
〇
世
紀

に
入

っ
て
す
ぐ

の
エ
キ

ュ
メ

ニ
カ
ル
な
世
界
宣
教
運
動

(プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
諸
派
共
同
の
宣
教
運
動
)

の
高
ま
り
の
中

で
、

対
ム
ス
リ

ム
宣
教
が
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
上

っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
れ

は
、
イ

ン
ド
、
中
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ
植
民
地
に
お
け

る
反
帝
国

主
義
運
動
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
に
対
抗
す
る
た
め
の
キ
リ

ス
ト
教
側

の
巻
き
返
し

で
も
あ

っ
た
。

「反
抗
的
」
ム
ス
リ
ム
に
対

し
て
、
改
宗
促
進
手
段
を
と
る
の
が
最
良
と
考
え
ら
れ
た
。
キ
リ
ス

ト
教
徒

に
と

っ
て
ム
ス
リ
ム
は

一
番
手
ご
わ

い
論
争
相
手
で
、
だ
か

ら

こ
そ
、

改
宗
が
行
わ
れ
れ
ば
、
ム
ス
リ
ム
は
救
済
さ
れ
る
と
同
時

に
、
欧
米
人
統
治
者
に
従
順
に
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
地
域

の
平

和
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
が
実
現
す
る
の
だ
と
い
う
言
説
が
広
く

欧
米
社
会

で
広
が

っ
て
い
た
。

欧
米
人

と
ム
ス
リ
ム
と
の
接
触
と
摩
擦
が
増
え
る
に
従

い
、
イ
ス

ラ
ー
ム
と

い
う
宗
教
自
体
を

「邪
悪
」
と
す
る
見
方
も
ま
た
世
界
宣

教
運
動

の
指
導
者
層
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム

は

「
一
夫
多
妻
、
女
性

の
隔
離
と
地
位

の
低
さ
、
離
婚

の
容
易
さ
、

教
義
上

の
錯
誤
、
社
会
的
腐
敗
と
道
徳
観

の
低
さ
」
の
点

で
致
命
的

誤
り
が
あ
り

O
。°。°。毛

這
O
ひ」
。。
]
、
「知
性
、
精
神
性
、
創
造
的

エ

ネ
ル
ギ
ー
、
倫
理
的
理
想
に
欠
け
、
後
退
と
迷
信
の
絶
望
的
宗
教
」

-U
さ
れ
た

[W
orld
M
ission
ary

C
o
n
ferenc
e
19
10
:
13
]°

こ
の
よ

う
な
悪
意
を
込
め
た
徹
底
的
否
定

の
上
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
を
地
上
か

ら
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
宣
教
運
動

の
使
命
と
な
っ
た
。
欧
米
諸
国

の

政
治
的
、
外
交
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
絶
対
的
優
越
を
背
景
に
、
他

宗
教
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
的
優
越

が
揺
る
ぎ
な
く
確
信
さ

れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
国
に
よ
る
被
植
民
地
化

と
は
、
未
開
な
異
教
徒

の
た
め
の
恩
恵

で
あ
り
、
植
民
地
で
な
い
地
域
の
異
教
徒
は
不
幸
と

ま
N
言
わ
れ
.ice

[M
atsu
m
oto
2
0
05
]
°

こ
の
時
代

の
対
イ
ス
ラ
ー
ム
宣
教

の
代
表
的
理
論
的
指
導
者
が
サ

ミ

ュ
エ
ル

・
ツ
エ
マ
‐

(S
am
u
el
Z
w
em
er
)
で
あ
る
。
彼

は

一
八

九
〇
年
代
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半
島

で
宣
教
師
と
し
て
働
き
、
二
〇
世
紀

初
め
に
は
イ

ス
ラ
ー
ム
研
究
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
。
彼
は

一

九

一
〇
年
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
世
界
宣
教
会
議

で
は
副
議
長
、
翌
年
イ
ン

ド

の
ラ
ク
ノ
ー
で
開
催
さ
れ
た
対
ム
ス
リ
ム
宣
教
会
議

で
は
議
長
を

務
め
、
「イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力

の
結
束

に
対
抗
す

べ
く
、
キ
リ
ス
ト
教

諸
派
は

一
致
団
結
し
て
欧
米
諸
国
の
政
策
と
国
家
戦
略
を
利
用
す
べ

し
」
と
,,,,
い
た

[L
uck
no
w
19
1
1:
10
]°

彼
は
対
中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教

の
重
要
性
を
説
く
急
先
鋒

で
も
あ
っ

i3z



綱
S
Q

刷
砿騰

剛

む

脚
凧
飾
藷
灘

、
20

れ

で

れ
ー

と

皿

は

は

さ
定

さ

の

こ

㎞

で
彊

と
推

と

り

た

㎝

図

新

人

の

人

余

れ

C

地

、万

議

万

年

さ

m

の
訊

㎜
嬢

㎜

川

柾

㎝

00

て
宣

は
師

方

む

せ

　

ロ
　

コア

嫉
藩

リ

ユ

へ

協
謬
繧

・
る

国

た

ー

司35訟19㍑血E0

た
。
例
え
ば
、
彼
は

一
九
〇
六
年
に
ナ
ッ
シ

ュ
ヴ
ィ
ル
で
行
わ
れ
た

ムヨ
　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動

の
講
演
会

で
四
〇
〇
〇
人

の
大
学
生

の
前

で
、
「
ペ
ル
シ
ャ
、

エ
ジ
プ
ト
、

ア
ラ
ビ
ア
よ
り
も
人
口
が
多

い
中

国
の
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
福
音
化
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。
そ

の
影

響
は
絶
大
で
、
ア
メ
リ
カ
で
も
対
中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教
志
願
者
が
出

ム
ぐ
　

現

す

る

よ

う

に

な

っ
た

。

後

に

甘

粛

の
蘭

州

と

青

海

の

西

寧

に

ス

テ

ー

シ

ョ

ン
を

構

え

た

ア

メ

リ

カ

人

宣

教

師

ジ

ョ
ー

ジ

・
K

・
ハ
リ

ス
も

こ

の
中

の

一
人

t='
あ

る

[B
ra
d
sh
a
w

1
9
6
6
:
2
4
-
2
°。
]
。

一
九

一
七

年

の

ツ

エ

マ
ー

の
来

華

を

き

っ
か

け

に

し

て
、

世

界

宣

教

の
た

め

の
中

国

継

続

委

弁

会

の
中

に

「
ム

ス
リ

ム
委

員

会

」

が

結

成

さ

れ

、

一
〇

〇

〇

万

人

以

上

と

さ

れ

る
中

国

の

ム

ス

リ

ム

に

対

す

る
宣

教

の
重

要

性

は

い
や

が

お

う

に
も

強

調

さ

れ

た

。

そ

れ

は

、

一

九

二

二
年

、

中

国

継

続

委

弁

会

に

よ

っ

て
編

纂

さ

れ

た

『
中

華

帰

主

』

(
C
h
rist
ia
n
O
ccup
a
tio
n
of
C
h
in
a
)

に
掲

載

さ

れ

た

、

三

日

月

の

ア

イ

コ

ン

の
大

き

さ

で
各

省

の

ム

ス

リ

ム

人

口
を

表

す
地

図

(
図

1
)

に

よ

っ
て
も

窺

い
知

る

こ
と

が

で

き

る

。

こ

の
地

図

は

、

ど

ん

な

宣

教

師

を

ど

こ
に

効

率

的

に

派

遣

す

べ

き

か

、

と

い
う
宣

伝

と
戦

略

の

た

め

に
、

一
九

五

一
年

の
対

ム

ス
リ

ム

宣

教

事

業

の
事

実

上

の

終

焉

ま

で
使

わ

れ

た

。

一
九

二

六

年

に

は

、

ツ

エ

マ
ー

の
娘

エ
リ

ザ

ベ

ス

の
娘

婿

ク

ロ
ー

ド

・
ピ

ケ

ン
ズ

を

事

務

局

長

と

し

て
中

国

ム

ス

リ

ム
宣

教

の
情

報

と

ノ

ウ

ハ
ウ

伝

達

を

そ

の

主

要

業

務

と

す

る

穆

民

交

際

会

(目
冨

S
o
cie
ty
o
f
F
rie
n
d
s
o
f
M

o
sle
m
s
)

が

漢

口

に
開

設

さ

れ

、

機

関

紙
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図2「 マ シ ー ハ(ア ラ ビ ア 語 で メ シ ア=キ リフ

ト)は ア ッ ラ ー(神)の 生 賛 の 羊 とな っ た 」

ム ス リ ム居 住 区 に ば ら撤 か れ た ポ ス タ ー の 一 つ
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F
rien
d
s
of
M

o
slem
s
が

刊

行

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

。

そ

れ

は
、

カ

イ

ロ
、

コ

ン

ス

タ

ン
テ

ィ

ノ

ー
プ

ル
、

テ

ヘ
ラ

ン
、

イ

ン
ド

、

オ

ラ

ン

ダ

領

東

イ

ン
ド

(
現
在

の

イ

ン
ド

ネ

シ

ア

)

を

ま

た

ぐ

、

世

界

的

な

対

ム

ス

リ

ム

の

キ

リ

ス

ト

宣

教

活

動

の

重

要

な

一
翼

を

担

い

[
Z
w
e
m
e
r
1
9
3
7
/
1
9
3
8
]
、

ツ

エ

マ
ー

の

よ

う

な

イ

ス

ラ

ー

ム

敵

視

観

は
、

確

実

に

在

華

宣

教

師

の
間

に

浸

透

し

て

い
た

。

例

え
ば

、

甘

粛

に

い
た

イ

ク

ヴ

ァ
ー

ル

は
、

ム

ス
リ

ム

は

キ

リ

ス
ト

の
復

活

を

信

じ

な

い

が

ゆ

え

に
、

傲

慢

で

好

色

で

好

戦

的

な

の

だ

、

と

ま

で
言

い

放

っ
た

[
E
k
v
a
ll
1
9
4
2
:
1
4
2
]
°

当
時

の
イ

ス
ラ
ー
ム
か
ら
の
改
宗
者

は
、
婚
礼
、
葬
式
、
記
念

日
、
埋
葬
な
ど
儀
礼

一
切
を
変
え
さ
せ
ら
れ
、
ム
ス
リ
ム

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
消
し
去
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
か
ら
の
放
逐
も
や

む
な
し
と
さ
れ
た

[R
an
d
19
2
$]
。
「救
済

」

の
た
め
に
生
前

の
改

宗
が
必
定

で
あ

っ
た
か
ら
だ
。
改
宗
者
は
現
世
の
価
値
よ
り
も
死
後

の
復
活
に
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
。

西
寧
と
蘭
州
在
住
の
宣
教
師

ハ
リ
ス
は
後
年
長
年
の
経
験
に
基
づ

き

『中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用
意
し
、
限
ら
れ
た
宣

教
師
に
配
布
し
た
。
そ
こ
に
は
、
図
2
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
利
用
が

有
効
で
あ
る
と

の
記
述
の
他
に
、
ム
ス
リ
ム
と
の
対
立
を
回
避
す
る

た
め
に
以
下
の
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
と
注
意
事
項
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。
ω

ム
ス
リ
ム
は
倫
理
的

で
な
い
、
②
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
は

停
滞
し
時
代

お
く
れ
、
㈹
非
識
字
者

が
多
く
、
教
育
が
遅
れ

て
い

る
、
ω
ム
ス
リ
ム
に
統

一
組
織
が
な
い
、
⑤

イ
ス
ラ
ー
ム
は
剣
で
広

が

っ
た
、
㈲

ム
ス
リ
ム
の
日
常
義
務
が
重
荷

に
な
っ
て
い
る
、
ω
ム

ス
リ
ム
の
習
慣

の
嘲
笑

[H
am
s
n
.d
.:
C
h
a
p
.X
3]
、
⑧

ム

ハ
ン
マ

ド
は
偽
預
言
者

[H
arris:
C
h
ap
.X
II
5
]
、

な
ど
で
あ
る
。
逆
に
言

え
ば
、

ツ
エ
マ
ー
流

の
相
手
を
挑
発
す
る
よ
う
な
発
言
が
引
き
金
と

な

っ
て
、

い
か
に
両
者

の
間
に
緊
張
感
が
走

っ
た
か
、
と
い
う
こ
と

を
物
語
る
。
実
際
に
、

ハ
リ
ス
は
何
度
と
な
く
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者

と
論
争
を
交
え
て
い
る

[B
o
th
am
19
37
]
°

一
般
的
に
は
欧
米
人
宣
教
師
主
導

の
直
接
布
教
方
式
は
、

一
九
二

〇
年
代
に
は
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
二
年
の
中
華
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基
督
教
協

進
会
、

一
九

二
七
年

の
中
国
基
督
教
会
を
は
じ
め
と
し
た

中
国
人
中
心
の
本
色
教
会
運
動
、
す
な
わ
ち
中
国
教
会

の
自
立
と
中

国
化
運
動
が
軌
道

に
乗
り
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九

二
二
年
を
ピ
ー
ク
と
し
た
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
、
中
国
社
会
を
席
捲

し
つ
つ
あ

っ
た
反
帝
国
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動

の
中
で
、
キ

リ
ス
ト
教

の
存
在
意
義

が
問

い
直
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

い
。
本
色
教

会
運
動
は
、
従
来
の
権
威
主
義
的
か

つ
原
理
主
義
的
な
欧
米
宣
教
師

中
心
の
布
教
方
針
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
帝
国
主
義
の
手
先
と
し
て

反
感
を
買

う
ば
か
り
と

い
う
危
機
意
識

の
も
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
当
初
中
華
基
督
教
協
進
会
に
参
加
し
た
内
地
会
も

一
九

二
六
年
に
脱
退
し
、
従
来

の
直
接
的
、
対
立
的
宣
教
方
針

に
戻
り
、

欧
米
人
宣
教
師
中
心
の
活
動
を
続
け
た
。
前
述

の
ハ
リ
ス
は
最
前
線

の
対
ム
ス
リ
ム
布
教

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
、
希
望
の
星
と
し
て
欧
米

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
で
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。

四

イ

ス
ラ
ー
ム
覚
醒
と
キ
リ
ス
ト
教

9

存
在

一
性
論
者
馬
聯
元
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

さ

て

、

話

を

宣

教

師

か

ら

宣

教

対

象

と

な

っ
た

ム

ス
リ

ム

に
転

じ

よ

う

。

清

末

ま

で

の
主

流

中

国

イ

ス

ラ
ー

ム

は

「老

教

」

と

も

呼

ば

れ

、

存

在

一
性

論

(w
a
n
d
a
a
l-w
uju
d
)

に
基

づ

い

て

い
た

。

清

初

の
南

京

の
劉
智
、
雲
南
の
馬
注
か
ら
、
清
末

の
馬
復
初
、
馬
聯
元
ま

で
い

わ
ゆ
る

「回
儒
」
と
呼
ば
れ
る
思
想
家
た
ち

の
漢
文
文
書
は
、

ア
ラ

ビ
ア
語
、

ペ
ル
シ
ャ
語

の
存
在

一
性
論
系
統

の
書
を

「超
訳
」
し
た

も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
漢
語
の
口
語
の
言
語
世
界
に
住
み
な
が
ら
ア

ラ
ビ
ア
語
、

ペ
ル
シ
ャ
語

の
文
語
識
字
者
で
、
そ
の
言
語
運
用
能
力

は
漢
語
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

存
在

一
性
論
は
、
真
実
在
者

と
そ

の
諸
属
性
、
神
名
論
、
ア

ッ

ラ
ー
の
世
界
創
造
と
人
間
創
造

の
目
的
、
ア

ッ
ラ
ー
と
被
造
物
世
界

と
の
関
係
様
式
、
預
言
者
派
遣

の
目
的
、
真
実
在

の
認
識
、
真
実
在

者
の
慈
愛
、
人
間
完
成

の
道
、

ア
ッ
ラ
ー
と

の
近
接
性
な
ど
、
イ
ス

ラ
ー
ム
神
智
学

の
重
要
主
題

の
総
称

で
あ
る

[松
本
歌
郎

二
〇
〇

五
]
。
そ
の
宇
宙
生
成
論
は
、
認
識
を
超
越
す

る
純
粋

一
者

の
本
質

的
属
性

の
自
体
的
活
動
に
よ
っ
て
存
在
者
が
階
層
的
存
在
秩
序
を
形

成
し
つ
つ
創
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

こ
れ
は
、
近
代
以

前
の
中
央

ア
ジ
ア
、
イ

ン
ド
亜
大
陸

一
帯

で
通
用
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

普
遍
思
想
で
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
平
穏
な
思
想
状
況
も
、
近
代
と
宣
教
師

の

到
来
と
と
も
に
風
雲
急
を
告
げ
た
。

一
九
世
紀
末
年

の
宣
教
師
と
存

在

一
性
論
を
奉
じ
る
中
国
の
ム
ス
リ
ム
の
典
型
的
な
出
会
い
は
、
前

述

の
高
名
な
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
馬
聯
元

(
一
八
四

一
-

一
九
〇

三
)
と
内
地
会
英
国
人
宣
教
師
、
薦
席
珍

(
ハ
ー
バ
ー
ト

・
ロ
ー

ム
ら
　

ズ

、
F
.
H
e
rb
er
t
R
h
o
d
e
s)

と

の
間

の
も

の

で
あ

ろ

う

。

ロ

ー
ズ

は

内

地

会

の
方

針

通

り

ア

ラ

ビ

ア
語

と

漢

語

訳

の
新

旧

約

聖

書

を

馬

聯
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『弁理明正語録』の表紙と自叙図3

ム
　
　

 元
に
与
え
た

[馬
聯
元

一
八
九
九

"
自
叙
]
。
そ
れ
を
読
後
、
馬
聯

元

は

『弁

理
明
正
語
録
』
上

・
下

(漢
語
)
と

『
細
三
崇

こ

(
ア

ラ
ビ
ア
語

)
(
一
八
九
九
年
)
と
い
う
二
冊
の
キ
リ

ス
ト
教
論
駁
書

を
記
し

て
い
る

(図
3
)。
特
に
、
聖
書

の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
を
盾

に

イ
ス
ラ
ー
ム
の
非
を
問
う
宣
教
師
の
態
度
そ
の
も
の
が
、
三
位

一
体

論
と
と
も

に
馬
聯
元

の
憤
怒

の
原
因
と
な

っ
た

[馬
聯
元

一
八
九

九

"
二

二
]
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ム
ス
リ
ム
に
と

っ
て
ア
ラ
ビ
ア
語

は

預
言
者

ム

ハ
ン
マ
ド
が
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
の
預
言
を
受
け
た
神
聖
な
言

語

で
あ
り
、

ア
ラ
ビ
ア
語
書
籍
で
あ
れ
ば
何

で
も
ム
ス
リ
ム
は
手
に

ム
ア
　

し
た
が
る
、
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
馬
聯
元
ひ
と
り
が
雲
南
で
こ
の
問
題
を
処
す
る
た
め
に

は
、
相
手
の
組
織
力
は
あ
ま
り
に
も
強
大
だ

っ
た
。
雲
南
は
も
と
よ

り
西
北

に
お
い
て
、
民
国
に
な

っ
て
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

は
勢
力
を
増

す
ば
か
り
だ

っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て

こ

け
つ
こ
う

西
北
旅
行
に
出
か
け
た
中
国
古
典
学
の
権
威
顧
韻
剛
は
、
訪
問
し
た

り

ん
た
ん

甘
粛

の
臨
潭
で
、
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
こ
こ
で
は
各
城
鎮

に
キ
リ
ス
ト
教
会
が
あ
る
。
学
校
も
病
院
も
建
て
て
い
な
い
。
宣
教

師
が
来

て
十
数
年
、
二
十
数
年
た
ち
、
信
徒

数
は

一
県
あ
た
り

一
〇

マ

マ

マ

マ

～
二
〇
人
ぐ
ら
い
と
い
う
。
回
教
、
ラ
マ
教

が
盛
ん
な
地

で
、
人
々

に
は
自
分

の
宗
教
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
な
す
す
べ
も
な
く
キ
リ
ス

ト
教

の
攻
勢
を
ど
う
し
て
放

っ
て
お
く
の
か
?
」
[顧

一
九
四
九
/

二
〇
〇
二

"
二
三
九

-
二
四
〇
]
。

口

中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動

も
ち
ろ
ん
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム
も
た
だ
単

に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
特
に
、
民
国
時
代

に
な
る
と
、
イ
ス
ラ
ー

ム
復
興
運
動

(イ
ス
ラ
ー
ム
覚
醒
運
動
、
イ

ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
、

あ
る
い
は
イ

ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
と
呼
ば

れ
る
)
が
特
に
沿
海

部
、
雲
南
を
中
心

に
膨

濟
と
し

て
沸
き
起

こ

っ
た

[松
本

ま
す

み

二
〇
〇
三
]
。
主
導
権
を
と

っ
た
の
が
漢
語
識
字
能
力
を
も

つ
改

革
派
ム
ス
リ
ム
知
識
人
で
あ

っ
た
。

X36



中
国
イ

ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動

に
は
次

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

ω

宗
教
振
興
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
反
帝
国
主
義
運
動
と
の
関

連
づ
け

で
あ
る
。

「宗
教

は
国
家

の
子
供

で
あ
り
、
国
家
も
ま
た
宗

教

の
保
母

で
あ
る
。
保
母
の
体
力
が
健
康

で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
た
子

供
も
壮
強

と
な
る
」
[馬
升
朝

一
九
三
〇
]
、

「ム
ス
リ
ム
を

(帝
国

主
義

の
圧
力
の
前

で
滅
亡
寸
前

の
)
中
華
民
族

の
復
興
運
動
に
積
極

的

に
参
加

さ
せ
る
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
は
国
内
の
政
治
経
済
情

況
を
知
る

べ
し
」
[馬
松
亭

一
九
三
七
]
と
い
う
主
張
が
そ
の
代
表

的
な
も

の
で
あ
る
。
反
帝
国
主
義
運
動
発
揚
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発

展

の
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の

「本
場
」
中
東

の
運
動
に
学
ぶ
こ
と
が

強
調

さ
れ
、

エ
ジ
プ
ト
の
ア
ズ

ハ
ル
大
学
に
留
学
生
が
派
遣

さ
れ

た
。
彼
ら
を
中
心
に
同
時
代

の
ア
ラ
ビ
ア
語
文
書
翻
訳
事
業
が
精
力

的

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
東

で
反
帝
国
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
拠
と
し
て
使
わ
れ

た

「愛
国

は
信
仰
の

一
部
」

フ
ッ
ブ

・
ル

・
ワ
タ
ン

・
ミ
ナ

・
ル

・

イ
ー

マ
ー

ン
と
い
う

ハ
デ
ィ
ー
ス
は
、
中
国
に
も
持
ち
込
ま
れ
、

一

九
三
〇
年
代
に
は
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
た
。
愛
国
主
義
は
ム
ス
リ
ム

と
中

国
人
が

「伝
統
的
に
」
も

っ
て
き
た
共
通
原
理
と
さ
れ
た
の

だ
。

こ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
、
特

に
抗
日
戦
争
中

に
抗
日
勢
力

の
ム
ス

リ
ム
に
利
用
さ
れ
た

[松
本
ま
す
み

二
〇
〇
三
]
。
実
は
、
ワ
タ

ン

と

い
う
言
葉

が
ク
ル
ア
ー

ン
に
見
当
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
言

っ
て

も
、

こ

の
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
ム
ハ
ン
マ
ド
時
代

の
も
の
で
は
な
く
、
存

在

一
性
論
者
が
近
代
以
前

に
作

っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
存
在

一
性
論

者

の
用
法

で
は
、
「愛
国
」
と
は
地
上

の
国

を
愛
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
神

の
国
を
愛
す
る
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も
形
而
上
学
的
な
意
味

合

い
を
も

っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

一
九
世
紀
以
降

の
中
東

の
反
帝
国
主
義
運
動

の
中

で
は
、

ワ
タ
ン
と

は
地
上
の
国
、
祖
国
と

し
て
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
意
味
付
け
を
さ
れ
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重

要
な
根
拠
と
さ
れ
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
現
状
の
困
難
を
打
破
す
る

た
め
の
方
策
で
あ
る
形
而
下
学
が
存
在
論
的
な
形
而
上
学
を
屈
服
さ

せ
た
と
も
い
え
る
。

②

近
代
教
育
の
振
興
と
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
が
謳
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
中
国
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
教
育
は
漢
語
を
介
し
て

い
な
か
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
が
近
代
中
国
国
家

の
国
民
の

一
員
と
し
て

地
位
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
、
宗
教
言
語

の
ア
ラ
ビ
ア
語
、

ペ
ル

シ
ャ
語
と
と
も
に
、
主
流
社
会
の
共
通
語
で
あ
る
漢
語
を
修
得
し
、

な
お
か
つ
近
代
科
学
知
識
、
社
会
知
識
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
近
代
教
育
科
目
と

イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
科
目
を
同
時
に
学
習
す
る
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
例
が
、
北
平
の
成
達
師
範
学
校
や
、
雲

南
の
明
徳
学
校
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
女
性

の
地
位
の
向
上
も
提
唱
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
近
代

中
国
女
子
教
育

の
振
興
が
キ
リ
ス
ト
教
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
広
め

ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
女
子
に
も
広
が

っ
た
事
実

へ
の
反
応

で

も
あ

っ
た
。
単
な
る
普
通
小
学
校
推
進
、
纏

足
禁
止
か
ら
、

イ
ス

ラ
ー
ム
的
教
養
を
も
備
え
た
漢
語
と
ア
ラ
ビ

ア
語

の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
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教
育
が
模
索
さ
れ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
改
革

へ
の
着
手
が
さ
れ
た
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教

の
衝

撃
が
大
き

い
。
伝
統
的
な
存
在

一
性
論

の
宇
宙
論
と
神
智
学
は
緻
密

か

つ
難
解

で

一
般

の
非
識
字
ム
ス
リ
ム
に
は
な
か
な
か
理
解
で
き
な

か

っ
た
。
そ
の
隙
を
つ
い
て
、
周
到
に
用
意
さ
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
た
宗
教
学
的
知
識
で
宣
教
師
が
矛
盾
を
突
い
て
き
た
。
こ
の
こ
と

に
対
抗

す
る
た
め
に
よ
り
平
易
な
イ
ス
ラ
ー
ム
解
釈

が
求
め
ら
れ

た
。
改
革
派
宗
教
指
導
者
は
ま
ず
従
来

の
難
解
な
秘
儀
的
イ
ス
ラ
ー

ム
存
在
論

を
教
え
る
教
育
を
近
代
的
教
育

へ
と
改
革
す
る
こ
と
を
求

め
た
。
同
時
に
ア
ラ
ビ
ア
語

の
ク
ル
ア
ー
ン
を
漢
語
に
翻
訳
す
る
事

業
に
着

手
し
、
漢
語

の
言
語
世
界

に
住
む
中
国

ム
ス
リ

ム
に
イ

ス

ラ
ー
ム

の
本
来

の
姿
を
理
解
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
も

始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
の
攻
勢
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き

い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
学
研
究
組
織
と
し
て
上
海
で
発
足
し
た
中

国
回
教
学
会
は
そ
の
創
刊
号
で

「宣
教
師
は
ク
ル
ア
ー
ン
に
翻
訳
が

な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、
で
た
ら
め
な
訳
を

つ
け
て
イ
ス
ラ
ー
ム

を
侮
辱
す
る
」
(『中
国
回
教
学
会
月
刊
』
創
刊
、

一
九
二
六
)
と
嘆

く
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
わ
か
る
。

㈹

帝
国
主
義
的
な
キ
リ
ス
ト
教
批
判
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第

一

次
世
界
大
戦
後
、
世
俗
化
し
、
欧
米
化
し
た
ト
ル
コ
に
関
し
、
中
国

イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
は
ト
ル
コ
内
部

の
親
キ
リ
ス
ト
教
派
が
帝
国
主

義
反
対
勢
力
を
蹴
散
ら
し
た
か
ら

[筏
梅

一
九
二
九

"
四
]
と
断
罪

す
る
。
そ
の

一
方

で
、

そ
の
よ
う
な
事
態
を
さ
け
る
た
め
に
反
植
民

地
勢
力
11
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
団
結
を
主
張

し
た
。

あ
る
ム
ス
リ
ム
知
識
人
は
明
ら
か
に
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
思
想

的
影
響
を
受
け

つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
帝
国
主
義
勢
力
を
関
連
づ
け

て
次

の
よ
う
に
手
厳
し
く
述

べ
る
。
「帝
国
主
義
者
は
武
力
で
圧
迫

し
、
経
済
的

に
侵
略
し
…
…
十
数
年
来
伝
教

と
い
う
名
の
下
に
文
化

的
侵
略
を
行

っ
て
き
た
。
教
会
を
建
て
、
学
校
を
作
り
、
虚
偽

の
自

由
博
愛
、
慈
恵
、
平
和

の
名

の
下
、
わ
が
国

の
気
骨
が
定
ま
ら
な
い

一
般
青
年
を
誘

い
込
み
…
…
多
く
の
帝
国
主
義
者

の
走
狗
と
先
鋒
が

養
成
さ
れ
た
」
[金

一
九
三

一
]
。
別

の
ム

ス
リ
ム
知
識
人
は
、
対

ム
ス
リ
ム
布
教
は
効
果
が
な
く
、
ム
ス
リ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対

す
る
懐
疑
と
軽
蔑
を
増
す
ば
か
り
と
語
る

[
馬
浩
魯

一
九
三
五
]
。

論
駁
書
の
出
版
も
さ
れ
た
。
そ

の
中

の

一
つ

『真
道
湖
源
』
(
一

九

二
五
)
の
作
者
は
、

「キ
リ
ス
ト
教

の
対

ム
ス
リ
ム
布
教

の
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
数

々

(図
4
)
は
わ
が
宗
教
を
謳
告
し
て
い

る
」
[侠

一
九
二
五

"
序
]
と
厳
し
い
告
発
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
決
は
、
三
位

一
体
、
救
世
主

イ

エ
ス
、
「愛
」
の
宗
教
、
罪

の
概
念
と

い
う
キ
リ
ス
ト
教
教
義
を

い
か
に
論
破
し
て
い
く
か
に
か
か

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
東

で
盛
ん
で
あ

っ
た
厳
格
な
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈

に
基
づ

い
た
ク
ル
ア
ー

ン
注
釈
学

(
ア
ル

・
タ

フ
ス
ィ
ー
ル
)
が
理
解

で
き
る
当
時

の
中

東
、
イ
ン
ド
な
ど
海
外
留
学

・
滞
在
経
験
の
あ
る
宗
教
指
導
者
た
ち

の
解
釈
が
待
ち
望
ま
れ
た
の
で
あ
る

[達

p
F
]
。
し
か
し
、
馬
松

亭
や
馬
善
亭
ら
影
響
力
あ
る
改
革
派
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
指
導
者
は
両
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宗
教
間
の
不
毛
な
対
立
を
極
力
避
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
共
存
を
訴

え
る
例
外
的
宣
教
師
ラ
イ

マ
ン

・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
と
と
も
に
対
話
を
重

ん
じ
る
方
向
性
を
選
択
し
た

[松
本
ま
す
み

二
〇
〇
七
]
。

㈲

イ

ス
ラ
ー
ム
の
キ
リ

ス
ト
教
的
制
度
化

へ
の
画
策
と
同
時

に
、
近
代
志
向
と
旧
社
会

へ
の
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
宣
教
対
象
と
な

っ
た
ム
ス
リ
ム
側
は
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
批
判
と

と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
を
モ
デ
ル
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
再
構
築
を
し

よ
う
と
努

め
た
。
キ
リ
ス
ト
教

の
神
学
体
系
、
布
教
活
動
、
啓
蒙
活

動
、
制
度

が
模
倣
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
知
識
と
近
代
知
識
を
教

図4対 ム ス リム 布 教 の た め の パ ン フ レ ッ ト

『勧 戒 穆 民 良 言 』

(LymanHooverPapers,DivinityLibrarySpecial

Collecrions,YaleDivinitySchool)

え
る
学
校
設
立
、
体
系
的
宗
教
宣
伝
雑
誌

の
発
刊

[
察

一
九
〇

七

"
八
二
]、
イ
ス
ラ
ー
ム
宣
伝
機
関
、
合
理
的
か

つ
効
果
的

ア
ラ

ビ
ア
語

の

「文
法
書
」
、
宗
教
指
導
者

へ
の
俸
給

の
支
給
な
ど
で
あ

る
。
避
け
ら
れ
な
い
近
代
化
の
波

の
中
で
ム

ス
リ
ム
知
識
人
は
自
ら

の
宗
教
、
教
育
と
生
活
形
態
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
彼
ら
は
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
指
導
者
し
か
理
解

で
き
な

い

ア
ラ
ビ
ア
語
を
離
れ
、
漢
人
も
理
解

で
き
る
漢
語
、
そ
れ
も
白
話
を

使

っ
て
新
生
国
家
中
華
民
国
の
中

で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
発
展
を
活
字
出

版
文
化
の
中
で
説
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
や
帝
国
主
義

勢
力

の
挑
戦
に
も
負
け
な

い
も

の
に
改
良

し
、
改
良
し
た
も
の
を

「伝
統
」
で
あ
る
と
解
釈
し
な
お
す
こ
と
で
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は

清
代
に
お
け
る
た
び
重
な
る

「回
民
起
義
」

に
対
す
る
被
弾
圧
、
被

抑
圧
の
屈
辱

の
記
憶
を
他
山

の
石
と
し
て
そ
れ
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
は
、
近
代
的
価
値
で
あ
る

「先
進
」

「改
革
」

「科
学
」

「愛
国
」
「海
外
と
の
連
携
」
、

「勤
勉
」

「自
立
」
「積
極
的
」
な
ど
を

自
ら
の
宗
教

の
中
に
見
出
し
、
農
工
商
業
を
発
展
さ
せ
、
政
治
的
地

位
を
向
上
さ
せ
、
失
わ
れ
た
誇
り
を
恢
復
す

る
作
業
に
い
そ
し
む
こ

と
が
提
唱
さ
れ
た

[懊

一
九

一
五

"
七
-

一
六
]
。

こ
う
し
て
み
て
み
れ
ば
、
中
国

の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
も
、
欧

米
の
経
済
的
、
政
治
的
な
く
び
き
と
い
う
圧

力
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
文
化
的
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
の
側
か
ら
の
強

い
反
作
用

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
中
国
社
会
全
体
の
激

烈
な
反
キ
リ
ス
ト
教
主
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義
と
反
帝
国
主
義
運
動
と
連
動
し
、
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
な
上
海
に

お
け
る

一
触
即
発
の
事
件

に
ま
で
つ
な
が

っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の

一
方

で
、
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
本
来

の
伝
統

の
存
在

一
性
論

は
、
「真
宰

(ア

ッ
ラ
ー
)
は
万
物

の
理
と
同
じ
で
、
存
在

者
の
創

造
過
程
は
、
体
と
用
が
関
わ
る
と
い
う
ば
か
り
。
そ
の
宏
博

精
微
な
理
論
は
、
儒
教
や
仏
教
の
理
論
よ
り
過
度
な
ほ
ど
」
[票

一

九
〇
七

"
七
五
]

で
、
高
度
の
形
而
上
学
ば
か
り
論
じ
て
時
代
遅
れ

で
形
骸
化
し
、
非
生
産
的

[保

一
九
〇
七

"
四
四
ー
四
五
]
思
想

と
決
め
付
け
ら
れ
、
し
だ
い
に
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想

の
主
流

の
座

を
滑
り
落

ち
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
近
代

の
国
家
主
義
と

い
う
権
威

主
義
体
制
と
国
民
倫
理
に
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
迎
合
し
て

い
く
過
程

で
も
あ

っ
た
。

お
わ
り
に
か
え
て

本
論

で
は
、
対
中
国
ム
ス
リ
ム
宣
教
活
動

の
発
展
と
反
動
と
し
て

の
中
国

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
に
つ
い
て
論
じ
た
。
中
国
の
ム
ス
リ

ム
は
約

一
〇
〇
年
前
キ
リ

ス
ト
教
世
界
宣
教
運
動
の
高
揚

の
中
で

「見
逃

せ
な
い
問
題
」
冨
3
。ヨ
ゲ
』

這
日
O
]
と
重
要
視
さ
れ
、
ア
ラ

ビ
ア
語
と
漢
語

の
で
き
る
専
門
知
識
を
も
っ
た
宣
教
師
を
も

っ
と
大

量
に
、
も

っ
と
早
急
に
送
る
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
抗
す

べ
く
、
中
国
ム
ス
リ
ム
社
会
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
連
動
し
た
国

家

に
お
け

る
地
位
向
上
運
動
と
文
化
覚
醒
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
動
き
は
反
右
派
闘
争
か
ら
文
革
収
束

ま
で
の
約
二
〇
年
間
の

宗
教
弾
圧
を
経

て
再
燃
し
た
。
中
国
の
ム
ス
リ
ム
は
二

一
世
紀

の
今

日
、
総
数
二
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
、
そ
の
多

く
が
改
革
開
放
後

の
中

国
イ
ス
ラ
ー
ム
覚
醒
の
影
響
下
に
あ
る
。
メ

ッ
カ
巡
礼
者
は
公
式
発

表

で
二
〇
〇
六
年
、
六
九
〇
〇
人
以
上
を
数

え
、
全
国
で
モ
ス
ク
、

宗
教
学
校
、
女
性

の
た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
女
学
も
林
立
し
て
い
る
。

中
国
ム
ス
リ
ム
社
会

の
中

で
は
、
礼
拝
を
す

る
ム
ス
リ
ム
、
ス
カ
ー

フ
を
自
発
的
に
か
ぶ
る
ム
ス
リ

マ

(ム
ス
リ

ム
女
性
)
も
増
え
て
き

た
。中
東

の
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
を
中
心

に
学

び
、
同
時
代

の
エ
ジ
プ

ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
成
果
を
自
ら
の

「伝
統
」
と
し
て
学
び
直
そ
う
と
い
う
現
代
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
の
傾

向
は
、
約
八
〇
年
前

の
民
国
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興

の
時
代
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
宗
教
学
校

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と

漢
語
の
二
言
語
を
中
心
に
教
え
、
学
生
に

「中
華
民
族
」

の

一
部
と

し
て
の
ム
ス
リ
ム

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を

確
信

さ
せ
る
内
容

に

な

っ
て
い
る
。
彼
ら

の
テ
キ
ス
ト
に
は
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
を
非
難

す
る
言
葉
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
同
様
に
平
和
を

説
く
素
晴
ら
し
い
世
界
宗
教
、
と

の
表
現
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

こ

れ
は
、
か
つ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
馬
松
亭
ら
の
多
宗
教

・
多
文

化
協
調
路
線
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、
現
代
中
国
の
宗
教
管
理
条
例

に
お
け
る
項
目

「異
な
る
宗
教
間
の
調
和
を
乱
す
こ
と
を
禁
ず
る
」

[宗
教
事
務
条
例

二
〇
〇
四

"
第
七
条
]
を
遵
守
し
て
い
る
証
拠

で

X40



あ
ろ
う
。

し
か
し
、
清
末
ま
で
三
〇
〇
年
以
上
も
酒
々
と
続
い
た
存

在

一
性
論

の
学
統
は
現
在
ほ
ぼ
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
。
「近
代
的
で

な
く
、
実

際
的
で
な
い
」
と
の
烙
印
が
続

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
近
代
的
価
値
の
洪
水
に
対

処
す
る
た

め
、
民
国
時
代

の
中

国
イ

ス
ラ
ー
ム
指
導
者

は
新
た
に

「伝
統
」
と
解
釈
し
直
さ
れ
た
文
化
、
宗
教
教
義
を
利
用
し
た
。
換

言
す
れ
ば
、
帝
国
主
義
と
世
界
的

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
流
れ
の
中
で

彼
ら
は
近
代
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
中
国
に
共
通
の
原
理
を
模
索
し
よ
う

と
し
て
新

た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
し
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
か
ら
約

八
〇
年
た

っ
た
現
在
も
九
・
=

以
降

の
欧
米

メ
デ
ィ
ア

が
垂
れ
流

す
イ
ス
ラ
ー
ム
敵
視
論

が
中
国
メ
デ

ィ
ア
に
も
あ
ふ
れ
る

中

で
、
そ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
し
を
行

っ
て
い
る
と
い
え
る
か

も
し
れ
な

い
。

注〈1
>

最

近

の
中
国
学

界

で
は

二
〇

〇

四
年

三

月

に
雲
南

大
学

で
開
催

さ
れ

た

「
サ
イ

イ

ッ
ド

・
ア

ッ
ジ

ャ
ル

(賓

典
赤

)

と
文
明

間
対
話

国
際

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」

で

の
筆

者

の
発
表

が

き

っ
か
け
な

り
、
少

し

ず

つ
民
国

時
代

の
キ
リ

ス
ト
教

と

イ

ス
ラ

ー

ム

の
関

係

に

つ
い
て
興

味

が
喚
起

さ

れ
て

い
る
。

南
京

大

学

の
華
濤

教
授

、

上
海
師

範
大

学

の
王

建
平

教
授

、
河
南
社

会
科

学
院

の
水
鏡

君

研
究

員
な

ど
が
研
究

を

開
始

し

て

い

る
。

筆
者

の

こ
の

テ
ー

マ
と

の
出

会

い
は
偶

然

で

あ

っ
た
。

二
〇

〇
〇
年

六
月

に

ハ
ー
ヴ

ァ
ー
ド

大
学

イ

エ
ン
チ

ン
図

書

館

で
畏
友

村

田
雄

二
郎

氏

に
遭

遇

し

た
。

そ

の
と
き

に
、
村

田
氏

か

ら

「図
書

館

の
地
下

に
未
整

理

の
中

国

ム

ス
リ

ム

に
関

す

る

コ
レ

ク

シ

ョ
ン
が
あ

る
、

そ
れ

は
ピ
ケ

ン
ズ

と

い
う
宣
教

師

が
寄
贈

し
た

も

の
で
あ

る
」

と

の
情
報

を
得

る

こ
と

が

で
き
た

。
筆
者

の
対
中

国

ム

ス
リ

ム
宣

教

と

い
う
テ
ー

マ
に
関

す

る
関

心

は

こ
こ

に
発

す

る
。

こ

の

ピ
ケ

ン
ズ

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
に
関

し

て
は

、

二
〇

〇

三

年

三

月

、

二
〇
〇

五
年

九
月

と

二
度

に
わ
た

っ
て
調
査

を

す

る

こ
と

が

で

き

た
。

調

査

の
際

に

は
イ

エ

ン
チ

ン
図

書

館

ヨ
ー

ロ
ピ

ア

ン

セ

ク

シ

m

ン
主

任

6̀

D
r.
R
ay
m
o
n
d
L
u
m
、

日

本

語

カ

タ

ロ
グ

.
セ

ク

シ

ョ
ン
の
旧
友

勝
見
道

子
氏

に
全

面
的

に
ご
協
力

を

い
た
だ

い
た
。

村

田

氏

な
ら
び

に

イ

エ
ン
チ

ン
図

書
館

の
ご
両

人

に

こ
こ
に
記

し

て

篤

く

御
礼

申

し
上
げ

る
。

な
お
、

本
論

は
、
平
成

一
六
年

度
～

一
九

年

度

日

本

学
術

振

興
会

科
学

研
究

費

補

助
金

(
基

盤
研

究

⑥

)

「近

現
代

中

国

に
お
け

る
欧
米

キ
リ

ス
ト
教
宣

教
師

の
対

ム

ス
リ

ム
布
教

に
関

す

る
歴
史

社

会
学

的
研

究

」

(
研
究

代

表
者

"
松

本

ま
す

み
)

の
成

果

の

一
部

で
あ

る
。

〈
2
>

特

に
、

ハ
ド

ソ
ン

・
テ

イ
ラ

ー

に
関

し

て

は
、

二
〇
世
紀

を

通

し

て
欧

米

で
伝

記

や
映

画

が
繰

り
返

し
作

ら
れ

て

い

る
。

そ

こ

に

は
、

「
現
地

人

と

同

じ
も

の
を
着

、

貧

し

い
生

活

を
余

儀

な

く

さ
れ

つ
つ
も

中

国

の
あ
ま

た

の
異
教

徒

に
福
音

を
伝

え

る
任

務

を
果

た
そ

う

と

し

た

キ
リ

ス
ト
者

の
鑑

で
あ

り

英
雄

」
、
と

い
う
語

り

が
定

着

し

て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
彼

の
伝

記

や
著
作

は
現
在

で
も
復
刊

・
刊

行

さ

れ
、

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
専

用

サ
イ

ト

で
も
簡

単

に
読

む

こ
と

が

で
き

る
。

〈
3

>

学

生

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
運

動

は

、

ジ

ョ

ン

・
モ

ッ
ト
、

ド

ワ
イ

キ リス ト教宣教運動 と中国イス ラー ムの近代 への模索i4i



ト

・
ム
ー

デ

ィ
ー

と

い
っ
た

影
響

力

の
あ

る
指

導
者

の
も

と

で

一
八

八

六
年

に
始

め
ら

れ
、

「我

等

の
世
代

に

お
け

る
全
世

界

の
福

音

化

を
」

を
合
言
葉

に
ア

メ
リ

カ

の
大

学
生

の
間

に
爆
発
的

に
広

が

っ
た

宣
教

運
動

で
あ

る
。

志

願
者

の
多

く

が
中

国

に
渡

っ
た

。

〈
4
>

聴

衆

の

一
人

で

あ

っ
た

イ

エ
ー

ル
大

学

の
学
生

で
あ

っ
た
若

き

ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ボ

ー

デ

ン
は
、
内

地
会

に
属

し
て
甘
粛
省

の
対

ム

ス

リ

ム
宣

教
を
志

し

た
。
ボ

ー

デ

ン
乳
業

の
創

立
者

の
家
系

で
富

裕

階

級

に
属

す

る
彼

が
、

富

も
名

声
も

全

て
を

な
げ

う

っ
て
中

国

の
西

北

に
赴
く

と

い
う

ニ

ユ
ー

ス
は
大
き

な
賞

賛

と
と

も
に
大

き
く
報

じ

ら

れ
た
。

し
か
し

、
中

国

に
行

く
前

に

ア

ラ
ビ

ア
語

を
勉
強

す

る
た

め

に
滞
在

し
た

エ
ジ
プ

ト

の
カ
イ

ロ
で
ボ

ー

デ

ン
は
小
脳
髄

膜
炎

の
た

め

一
九

=

二
年

、

二
五
歳

の
若

さ

で
客

死

し
た
。
彼

は
現
在

で
も

ア

メ

リ
カ

の
キ

リ

ス
ト

教

界

で
は

英

雄

視

さ

れ
、

キ

リ

ス
ト
教

宣

教

史

に
名

を
残

し

N

い
る
°
h
tt
p
://e
n
.w
ik
ip
e
d
ia
.o
rg
/w
ik
i/
W

ill
iam
_

W

h
iri
n
曽
B
o
rd
e
n
°

〈
5
>

こ

の
人

物

は

「英

国

と
海

外

聖

書

学
会

」

(ロd
ま

珍

'。巳

寄

7

eig
n
B
ib
le
S
o
c
ie
ty
)

6̀
発

行

し

た
、

ア
ラ

ビ

ア
語
訳

の
聖
書

を
経

堂

に
配

っ
て

い
た

。

ム

ス
リ

ム
を
改

宗

さ

せ
よ
う

と

い
う
意

図

に
反

発

し
た
イ

ス
ラ

ー

ム
神
学

生

や
宗
教

指

導
者

と

ロ
ー
ズ
と

の
間

で
激

烈

な

討
論

が
沸

き

起

こ

っ
た

こ

と

も

あ

っ
た

[
中
。
。
ヨ
ゲ
』

お
一
9

2
7
7
-
2
°。
一
]
。

〈
6
>

一
九

四

一
年

に
馬
聯

元

の
孫

(馬

瑞
図

と
推
察

さ
れ

る
)

は
、

こ
の
二
言
語
旧

約

聖

書

を
玉
渓

を
訪

れ

た
内

地
会
宣
教

師

ジ

ョ
イ

ス

に
見

せ

て
い
る
。

ジ

ョ
イ

ス
は
、
創

世

記

の
箇

所

に
よ
く
読

み

こ
ま

れ
た
痕

が
あ

っ
た

と

報
告

し

N

い
る

[Jo
y
c
e
1
9
4
1
:
2
9
]
°

〈
7
>

例

え
ば
、

一
九

三
〇
年

代

に
寧
夏

で
宣
教

活
動

を
行

っ
て

い
た

ウ

ッ
ド

は
、

次

の
よ

う

に
述

べ
る
。

「
ア

ラ
ビ

ア
語

の
宣

伝

小

冊
子

と
福
音

書

は
非
識
字

者

に

も
人
気

が
あ

る
。

ア

ラ
ビ

ア
語

は

コ
ー

ラ

ン
が
書

か
れ
た
聖

な

る
言
語

で
、

神

が
顕

現

し
た
言

語

だ
か
ら

だ
。

彼

ら

は
書
籍

言
語

(漢

語

の

こ
と
)

で

は
な
く

、

い

つ
も

「経
典

」

言

語

の
こ
と
を

口
に
す

る
」

[
】ド
O
°W
o
o
d
n
°α
]゚
。
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